


（
県
知
事
表
彰
・
無
火
災
） 

※
敬
称
略 

有
功
章 

村
上
一
夫
（
鳥
海
支
団
第
七
分
団
分
団
長
）、
高
橋
豊
昭
（
鳥

海
支
団
第
四
分
団
分
団
長
）、
池
田
洋
（
岩
城
支
団
第
四
分

団
分
団
長
）、
長
谷
山
肇
（
東
由
利
支
団
分
団
長
）、
長
谷

山
満
（
東
由
利
支
団
第
二
分
団
分
団
長
）、
佐
藤
芳
男
（
鳥

海
支
団
第
二
分
団
分
団
長
）、
佐
藤
純
一
（
由
利
支
団
第
五

分
団
分
団
長
）、
細
矢
恭
一
（
矢
島
支
団
第
一
分
団
分
団
長
）、

小
沼
敬
（
矢
島
支
団
第
三
分
団
分
団
長
）、
木
内
健
悟
（
由

利
支
団
第
四
分
団
分
団
長
）、
釜
台
敏
勝
（
西
目
支
団
分
団

長
）、
佐
藤
伸
一
（
矢
島
支
団
第
二
分
団
分
団
長
）、
伊
藤

博
（
岩
城
支
団
第
一
分
団
副
分
団
長
）、
清
橋
俊
明
（
本
荘

支
団
第
一
分
団
副
分
団
長
）、
小
川
隆
雄
（
本
荘
支
団
第
七

分
団
副
分
団
長
）、
猪
股
政
和
（
本
荘
支
団
第
四
分
団
副
分

団
長
）、
武
田
謙
一
（
大
内
支
団
第
一
分
団
副
分
団
長
）、

畠
山
秋
男
（
大
内
支
団
第
五
分
団
部
長
）、
荘
野
和
浩
（
東

由
利
支
団
第
二
分
団
部
長
）、
湯
田
欽
一
（
岩
城
支
団
第
一

分
団
） 

永
年
勤
続
章
（
三
十
五
年
以
上
） 

佐
藤
近
美
（
矢
島
支
団
支
団
長
）、
池
田
義
夫
（
西
目
支
団

副
支
団
長
）、
佐
藤
哲
正
（
鳥
海
支
団
第
七
分
団
分
団
長
）、

那
須
勝
弘
（
岩
城
支
団
第
一
分
団
分
団
長
）、
佐
々
木
實
（
本

荘
支
団
第
七
分
団
副
分
団
長
）、
佐
藤
忠
男
（
鳥
海
支
団
第

二
分
団
班
長
） 

永
年
勤
続
章
（
三
十
年
以
上
） 

遠
藤
満
博
（
本
荘
支
団
第
六
分
団
分
団
長
）、
渡
辺
春
男
（
西

目
支
団
第
三
分
団
分
団
長
）、
武
田
吾
郎
（
本
荘
支
団
第
一

分
団
副
分
団
長
）、
中
村
憲
介
（
本
荘
支
団
第
六
分
団
副
分

団
長
）、
猪
股
昭
二
（
本
荘
支
団
第
四
分
団
部
長
）、
佐
々

木
定
（
本
荘
支
団
第
六
分
団
部
長
）、
佐
々
木
肇
（
大
内
支

団
第
四
分
団
部
長
）、
原
田
勝
（
本
荘
支
団
第
六
分
団
班
長
）、

鈴
木
賢
三
（
鳥
海
支
団
第
七
分
団
） 

永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
以
上
） 

佐
藤
利
市
（
鳥
海
支
団
第
三
分
団
分
団
長
）、
佐
々
木
茂
治

（
岩
城
支
団
第
五
分
団
副
分
団
長
）、
高
橋
春
雄
（
東
由
利

支
団
第
二
分
団
副
分
団
長
）、
佐
藤
奥
之
（
鳥
海
支
団
第
一

分
団
副
分
団
長
）、
正
木
修
一
（
大
内
支
団
第
二
分
団
副
分

団
長
）、
阿
部
和
雪
（
本
荘
支
団
第
一
分
団
副
分
団
長
）、

佐
々
木
良
一
（
西
目
支
団
第
三
分
団
副
分
団
長
）、
加
藤
喜

平
（
本
荘
支
団
第
五
分
団
部
長
）、
東
海
林
優
（
大
内
支
団

第
六
分
団
部
長
）、
工
藤
修
（
本
荘
支
団
第
三
分
団
部
長
）、

長
堀
善
喜
（
本
荘
支
団
第
三
分
団
部
長
）、
佐
藤
剛
（
本
荘

支
団
第
五
分
団
部
長
）、
金
森
久
雄
（
岩
城
支
団
第
二
分
団

部
長
）、
小
野
一
広
（
東
由
利
支
団
第
二
分
団
部
長
）、
佐

藤
民
雄
（
本
荘
支
団
第
七
分
団
班
長
）、
工
藤
功
一
（
本
荘

支
団
第
三
分
団
班
長
）、
斎
藤
弘
美
（
本
荘
支
団
第
五
分
団

班
長
）、
斎
藤
鎮
信
（
大
内
支
団
第
三
分
団
班
長
）、
小
松

仁
（
東
由
利
支
団
第
二
分
団
）、
藤
田
一
雄
（
大
内
支
団
第

一
分
団
）、
今
野
忠
（
岩
城
支
団
第
五
分
団
） 

永
年
勤
続
章
（
二
十
年
以
上
） 

阿
部
一
彦
（
由
利
支
団
副
支
団
長
）、
茂
木
和
也
（
矢
島
支

団
第
五
分
団
分
団
長
）、
三
浦
忠
雄
（
矢
島
支
団
第
六
分
団

分
団
長
）、
佐
々
木
善
永
（
東
由
利
支
団
分
団
長
）、
村
上

康
浩
（
鳥
海
支
団
第
六
分
団
分
団
長
）、
柴
田
由
喜
（
鳥
海

支
団
第
七
分
団
分
団
長
）、
佐
藤
友
明
（
矢
島
支
団
第
五
分

団
分
団
長
）、
今
野
一
夫
（
岩
城
支
団
第
六
分
団
副
分
団
長
）、

横
山
茂
（
東
由
利
支
団
第
一
分
団
副
分
団
長
）、
遠
藤
茂
（
東

由
利
支
団
第
四
分
団
副
分
団
長
）、
真
坂
英
輝
（
鳥
海
支
団

第
六
分
団
副
分
団
長
）、
田
口
正
敏
（
岩
城
支
団
第
四
分
団

部
長
）、
佐
々
木
巧
（
岩
城
支
団
第
五
分
団
部
長
）、
東
海

林
幸
一
（
大
内
支
団
第
五
分
団
部
長
）、
阿
部
重
樹
（
東
由

利
支
団
第
四
分
団
部
長
）、
遠
藤
勝
（
東
由
利
支
団
第
四
分

団
部
長
）、
小
川
辰
之
介
（
本
荘
支
団
本
部
分
団
部
長
）、

岡
本
善
広
（
本
荘
支
団
第
三
分
団
部
長
）、
小
松
繁
（
本
荘

支
団
第
四
分
団
部
長
）、
桐
生
敏
廣
（
岩
城
支
団
第
六
分
団

部
長
）、
小
川
一
彦
（
本
荘
支
団
第
五
分
団
班
長
）、
小
野

重
夫
（
岩
城
支
団
第
五
分
団
班
長
）、
佐
藤
茂
一
（
東
由
利

支
団
第
二
分
団
班
長
）、
岡
本
直
人
（
本
荘
支
団
第
六
分
団

班
長
）、
今
野
稔
（
本
荘
支
団
本
部
分
団
班
長
）、
熊
谷
房

勝
（
本
荘
支
団
第
一
分
団
班
長
）、
柴
田
充
（
鳥
海
支
団
第

二
分
団
班
長
）、
斉
藤
和
彦
（
本
荘
支
団
第
六
分
団
班
長
）、

茅
野
智
幸
（
鳥
海
支
団
第
七
分
団
班
長
）、
渡
辺
淳
（
本
荘

支
団
第
四
分
団
班
長
）、
佐
々
木
昭
博
（
本
荘
支
団
第
七
分

団
班
長
）、
戸
賀
瀬
利
昭
（
岩
城
支
団
第
二
分
団
）、
小
川

均
（
本
荘
支
団
第
七
分
団
）、
矢
野
和
博
（
岩
城
支
団
第
一

分
団
）、
塚
田
達
嗣
（
岩
城
支
団
第
五
分
団
）、
伊
藤
慶
一

（
大
内
支
団
第
四
分
団
）、
渋
谷
淳
（
本
荘
支
団
第
四
分
団
） 

無
火
災
表
彰
（
分
団
・
三
年
） 

岩
城
支
団
第
二
分
団
、
岩
城
支
団
第
三
分
団
、
由
利
支
団

第
二
分
団
、
大
内
支
団
第
一
分
団
、
東
由
利
支
団
第
四
分

団
、
鳥
海
支
団
第
四
分
団 

　
今
年
一
年
の
無
火
災
を
願
う
市
消
防
出
初

め
式
が
一
月
五
日
行
わ
れ
、
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
職
務
精
励
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。 

　
大
勢
の
市
民
が
見
守
る
中
、
く
す
玉
が
子

ど
も
達
の
手
で
開
放
さ
れ
た
後
、
若
草
幼
稚

園
児
を
先
頭
に
、
各
地
域
の
消
防
団
員
や
市

消
防
職
員
な
ど
約
七
百
五
十
人
が
分
列
行
進
。

消
防
車
両
も
続
き
、
市
役
所
前
か
ら
本
荘
文

化
会
館
ま
で
を
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。 

　
続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
柳

田
市
長
が
「
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
誠
に
頼
も
し
く
力

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。『
消
防
人
』

と
し
て
の
高
い
誇
り
を
胸
に
、
日
頃

か
ら
心
身
を
鍛
え
、
市
民
の
厚
い
信

頼
と
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、

畠
山
勉
消
防
団
長
が
、「
今
年
も
さ

ら
に
気
を
引
き
締
め
、
郷
土
の
防
人

と
し
て
一
致
団
結
し
て
頑
張
る
こ
と

を
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
消
防
団
活
動
に
長
年

尽
力
し
た
団
員
や
、
功
績
の
あ
っ
た

団
員
な
ど
に
対
す
る
表
彰
も
行
わ
れ

（
下
段
参
照
）、
参
加
し
た
団
員
た

ち
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
無
火
災
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。 

関連記事は６㌻へ 

ご
ろ 

多
数
の
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た 

子
ど
も
達
の
手
で
く
す
玉
が
開
放
さ
れ
ま
し
た 

訓
示
を
述
べ
る
畠
山
消
防
団
長 

きびきびとした分列行進 



　
由
利
工
業
高
校
三
年
の
佐
々
木 

鴻
君
（
石
脇
）
が
昨
年
十
一
月
、 

紅
月
輝
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
小
説

「
Ｓ
ｈ
ａ
ｄ
ｏ
ｗ
戦
記
―
そ
れ
を

君
が
教
え
て
く
れ
た
」
を
文
芸
社

か
ら
出
版
し
た
。 

　
小
説
は
、
不
登
校
だ
っ
た
中
学 

二
年
の
つ
ら
い
時
期
に
自
分
を
支

え
て
く
れ
た
友
人
三
人
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
く
て
書
き
始
め

た
。 

　
物
語
は
、
佐
々
木
君
の
中
学
二

年
の
と
き
の
体
験
を
基
に
、
不
登

校
の
主
人
公
の
少
年
・
公
樹
の
内

面
の
葛
藤
、
不
思
議
な
影
と
の
戦

い
や
友
人
と
の
絆
を
、
地
元
石
脇

の
本
荘
マ
リ
ー
ナ
や
新
山
神
社
な

ど
を
舞
台
に
描
か
れ
て
い
る
。 

　
「
自
分
の
体
験
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
あ
の
時
の

つ
ら
い
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
強
く

な
れ
た
」
と
佐
々
木
君
。
作
品
に

は
「
今
、
不
登
校
で
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
に
少
し
で
も
元
気
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
込
め
た
。
佐
々
木
君
は

「
影
＝
自
分
自
身
。
不
登
校
だ
っ

た
自
分
の
負
の
暗
い
感
情
を
影
に

例
え
た
。
不
登
校
時
代
は
い
つ
も

葛
藤
し
て
い
て
見
え
な
い
影
の
よ

う
な
存
在
と
戦
っ
て
い
た
」
と
話

す
。 

　
「
原
稿
用
紙
三
枚
書
く
の
も
や

っ
と
な
く
ら
い
文
章
を
書
く
の
は

苦
手
だ
っ
た
が
、
な
ん
と
な
く
書

こ
う
と
思
っ
た
。
書
い
て
い
く
う

ち
に
ど
ん
ど
ん
ス
ト
ー
リ
ー
が
浮

か
ん
で
き
て
最
後
ま
で
書
き
上
げ

よ
う
と
思
っ
た
」
。
作
品
が
完
成

し
た
の
は
昨
年
四
月
。
出
版
の
四

カ
月
前
か
ら
文
芸
社
と
連
絡
を
取

り
合
い
、
出
版
に
至
っ
た
。 

　
紅
月
輝
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
由
来

は
「
友
人
た
ち
と
海
岸
で
見
た
満

月
に
感
動
し
て
。
赤
く
輝
く
満
月

が
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
か
ら
」

と
い
う
。
作
品
の
中
に
も
登
場
す 

る
友
人
三
人
を
「
か
け
が
え
の
な 

い
存
在
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
　

　
昨
年
を
振
り
返
り
「
本
を
出
版 

し
て
、
中
学
時
代
の
つ
ら
く
大
変 

だ
っ
た
思
い
を
帳
消
し
に
で
き
る 

く
ら
い
の
う
れ
し
さ
や
喜
び
が
あ 

る
。
家
族
や
友
人
の
応
援
が
あ
っ 

た
か
ら
書
く
こ
と
が
で
き
た
。
感 

謝
し
て
い
ま
す
」
と
佐
々
木
君
。 

　
小
説
を
書
く
ほ
か
に
、
最
近
ブ

レ
イ
ク
ダ
ン
ス
に
も
興
味
が
あ
り

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
好
き

で
甘
党
」
と
の
こ
と
。
高
校
で
は
、

中
学
か
ら
続
け
て
き
た
水
泳
部
に

所
属
。
卒
業
後
は
、
市
内
に
就
職

が
決
ま
っ
て
い
る
が
「
こ
れ 

か
ら
も
地
元
に
残
っ
て
小
説 

を
書
き
続
け
た
い
」
と
い
う
思 

い
が
あ
る
。
「
好
き
な
小
説
家
は

乙
一
、
山
田
悠
介
。
将
来
は
有
名

な
小
説
家
に
な
り
た
い
」
ま
た
「
敬

語
が
し
っ
か
り
使
え
、
メ
ン
タ
ル

面
で
強
い
大
人
に
な
り
た
い
。
今

後
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
小
説
を

書
き
続
け
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
話
し
て
く
れ
た
。
現
在
、
二
作

目
も
完
成
し
た
と
い
う
。
若
い
才

能
に
期
待
が
膨
ら
む
―
― 

 

　
「
俳
優
に
な
り
た
い
―
」
小
学

生
の
こ
ろ
か
ら
持
ち
続
け
て
い
た 

あ
こ
が
れ
の
芸
能
界
へ
の
夢
が
今
、

現
実
に
―
。 

　
由
利
工
業
高
校
二
年
の
渡
部
秀

君
（
石
脇
）
が
、
若
手
男
性
タ
レ

ン
ト
の
登
竜
門
と
い
わ
れ
る
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
史
上
最
多
の
応
募
者

一
万
五
千
三
百
三
十
八
人
の
中
か

ら
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。 

　
渡
部
君
が
出
場
し
た
「
ジ
ュ
ノ

ン
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
イ
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
は
、
主
婦
と
生
活
社
が
発

行
す
る
若
い
女
性
向
け
月
刊
誌

「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
」
編
集
部
が
主
催

す
る
美
男
子
コ
ン
テ
ス
ト
。
多
く

の
　
イ
ケ
メ
ン
　
俳
優
を
生
み
出

し
て
い
る
。
入
賞
者
の
多
く
が
芸

能
界
で
活
躍
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
武
田
真
治

さ
ん
、
柏
原
崇
さ
ん
、
小
池
徹
平

さ
ん
、
溝
端
淳
平
さ
ん
、
準
グ
ラ

ン
プ
リ
に
は
伊
藤
英
明
さ
ん
な
ど

が
い
る
。 

　
「
小
学
生
の
こ
ろ
に
テ
レ
ビ
で

見
た
俳
優
の
玉
山
鉄
二
さ
ん
に
あ

こ
が
れ
、
自
分
も
俳
優
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
」
と
渡
部
君
。
昨
年

春
、
誰
に
も
内
緒
で
コ
ン
テ
ス
ト

に
応
募
。
カ
メ
ラ
テ
ス
ト
や
三
カ

月
に
わ
た
る
誌
面
で
の
読
者
人
気

投
票
を
経
て
、
最
終
メ
ン
バ
ー
の

十
二
人
に
残
り
、
昨
年
十
一
月
二

十
四
日
に
都
内
で
行
わ
れ
た
最
終

選
考
会
に
臨
ん
だ
。 

　
最
終
選
考
会
で
は
、
審
査
員
や

観
客
を
前
に
自
分
の
特
技
を
披
露

す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
審
査
が
行

わ
れ
、
歌
や
ダ
ン
ス
で
ア
ピ
ー
ル

す
る
出
場
者
が
多
い
中
、
渡
部
君

は
特
技
の
墨
絵
を
披
露
。
縦
一･

八
メ
ー
ト
ル

、
横
二･

二
メ
ー
ト
ル

の
模
造
紙
に

葛
飾
北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」

の
一
図
を
描
き
会
場
を
驚
か
せ
た
。

「
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
。『
和
』

を
表
現
し
た
く
て
有
名
な
葛
飾
北

斎
の
絵
を
描
い
た
」
と
語
る
。 

　
「
（
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
な
っ
た

こ
と
を
）
周
り
の
人
も
知
っ
て
く

れ
て
、
生
活
が
百
八
十
度
が
ら
り

と
変
わ
っ
た
。
テ
レ
ビ
出
演
や
取

材
な
ど
を
受
け
て
、
自
分
が
思
っ

て
き
た
俳
優
と
い
う
夢
が
現
実
に

な
っ
た
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
（
イ
ケ
メ
ン
と
呼
ば
れ
て
）

素
直
に
う
れ
し
い
。
あ
り
が
た
い

で
す
」
と
笑
顔
に
。
「
こ
こ
ま
で

こ
れ
た
の
は
、
家
族
や
友
人
、
フ

ァ
ン
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
渡
部
君
。 

　
高
校
で
は
陸
上
競
技
部
に
所
属

し
短
距
離
が
得
意
種
目
。
好
き
な

食
べ
物
は
「
棒
棒
鶏
、サ
バ
の
味

噌
煮
、シ
チ
ュ
ー
」と
話
す
百
八
十

セ
ン
チ

、
長
身
の
さ
わ
や
か
な
高
校
生
。 

　
二
十
社
を
超
え
る
芸
能
事
務
所

か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
る
。
今
後

は
、
所
属
事
務
所
を
決
め
、
学
校

に
通
い
な
が
ら
芸
能
活
動
を
し
て

い
く
。
「
自
分
が
あ
こ
が
れ
た
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
あ
こ
が

れ
ら
れ
る
か
っ
こ
い
い
俳
優
に
な

り
た
い
」
と
大
き
な
瞳
を
輝
か
せ

た
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
世
界
に
羽

ば
た
く
ス
タ
ー
の
活
躍
に
期
待
と

注
目
が
集
ま
る
。
頑
張
れ
！ 

し
ゅ
う 

こ
う 

あ
か
つ
き
こ
う 

か
っ
と
う 

〟

〟

バ
ン
バ
ン
ジ
ー 

き
ず
な 

ひ
と
み 
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▽
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17
世
紀
の
農
家
の
遺
構
― 

鳥海地域鳥海地域  鳥海地域  

　消防団とは 
　消防団は、地域に密着した防災機
関として「わがまちを災害から守る」
という使命感のもと、地域の防災リ
ーダーとして消防・防災活動を行っ
ています。現在、市消防団には自営
業者、サラリーマン、公務員などさ
まざまな方が入団し、消防団活動を
通じてお互いの絆を強めています。 
　入団するためには 
　市内在住の18歳以上の健康な方なら、
どなたでも消防団に加入できます。                         
　申し込み・問い合わせ先 
　入団をご希望の方や詳しい内容を
お知りになりたい方は、お近くの消
防団員または市消防本部総務課（☎
24－6295）まで、お気軽にご連絡く
ださい。 

！ 

　
市
教
育
委
員
会
主
催
の
「
第
五
回
小
・

中
学
生
の
た
め
の
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ン
大
内
」
が
十
二
月
六
日
、
市
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
三
十
七
も
の
ブ
ー
ス

が
並
ん
だ
会
場
は
親
子
連
れ
な
ど
約
五
百

四
十
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
県
立
大
学
か
ら
は
、
教
職
員
十
一
人
と

学
生
五
十
一
人
が
ブ
ー
ス
の
出
展
に
協
力
。

私
が
所
属
す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
「
創
造
工

房
電
子
」
で
は
、
学
生
二
十
六
人
が
電
子

工
作
教
室
と
マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
実
演
を
行

い
ま
し
た
。 

　
私
が
担
当
し
た
電
子
工
作
教
室
に
は
小

中
学
生
三
十
五
人
の
参
加
が
あ
り
、
電
子

オ
ル
ゴ
ー
ル
か
電
光
表
示
器
の
ど
ち
ら
か

を
選
び
、
学
生
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で

工
作
を
進
め
ま
し
た
。
は
ん
だ
ご
て
の
使

い
方
を
学
び
、
小
さ
な
部
品
を
組
み
立
て

て
い
く
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
で
、
完
成
し

た
作
品
を
見
て
は
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。
は
ん
だ
ご
て
を
使
っ

て
工
作
を
行
う
こ
と
は
、
小
学
校
の
授
業

や
家
庭
で
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
し
、

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

男
の
子
よ
り
も
女
の
子
の
参
加
が
多
か
っ

た
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

　
今
回
、
電
子
工
作
の
指
導
を
し
て
、
「
去

年
も
来
た
よ
！
」
と
い
う
子
ど
も
が
何
人

か
い
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で

し
た
。
同
時
に
、
地
域
の
関
係
団
体
が
力

を
合
わ
せ
て
支
え
て
い
る
科
学
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
浸
透
し
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
創
造
工
房
電
子
で
は
、
今
回
実
演
を
行

っ
た
マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
製
作
を
は
じ
め
、

各
種
工
作
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
学

生
が
自
主
的
に
も
の
づ
く
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
子
ど
も
た

ち
に
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
２
年 

　
　
　
今
　
　
　
勇
　
武 

学
生
に
よ
る
大
学
レ
ポ
ー
ト 

雪がちらつく日でしたが、 
会場は大盛況に－－－ 

学生の指導を受けながら電子工 
作に励む子どもたち（右・右上） 

羽後本荘駅 
　↑ 

通行止め区間

大沢川 

　↓ 
由利中央線 

県
道
羽
後
本
荘
停
車
場
線 

●コンビニ 

●本荘駅前 
　郵便局 

位置図 

！ 

きずな 

▲
 ▲

 



　
１
月
か
ら
伊
勢
堂
会
館（
集
会
所
）

が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
研
修
室
１
・
２
の
ほ
か
、

湯
沸
室
や
車
い
す
対
応
の
ト
イ
レ
も

ご
ざ
い
ま
す
。
各
種
会
合
な
ど
に
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
所
在
地
　
桶
屋
町
31
番
地
内

▽
利
用
料
（
左
表
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
都
市
計
画
課

　（
☎
24
―
６
３
３
４
）

　
市
・
県
民
税
第
４
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
７
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）
は
２
月
２
日
（
月
）
で

す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま

た
は
市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付

の
方
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料

を
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方

（
天
引
き
予
定
の
方
）
で
、
口
座
振

替
で
の
お
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
４
月
か
ら
口
座
振
替
で
の
お
支

払
い
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

国
保
税
も
同
様
に
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
民
生
活
課
・

税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
（
市
民

課
・
振
興
課
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
（
年
金
天
引
き
の
ま
ま
で
構
わ
な

い
方
の
手
続
き
は
不
要
で
す
）。

▽
受
付
期
間
　
１
月
30
日（
金
）ま
で

※
対
象
と
な
る
方
に
は
す
で
に
「
お

　
知
ら
せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
生
活
課

　（
☎
24
―
６
２
４
４
）、
市
税
務
課

　（
☎
24
―
６
３
０
６
）

　
こ
の
時
期
は
、
除
雪
作
業
な
ど
に

伴
う
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

  

屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
事
故
防
止

①
屋
根
の
雪
の
ゆ
る
み
に
注
意
す
る

②
動
き
や
す
い
服
装
で
行
う

③
命
綱
を
必
ず
付
け
る

④
は
し
ご
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

　
か
り
と
固
定
す
る

⑤
複
数
で
行
い
、
無
理
を
し
な
い

  

除
雪
機
を
使
用
し
た
除
排
雪

①
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
服
装

　
で
の
作
業
は
し
な
い

②
ロ
ー
タ
ー
部
分
に
詰
ま
っ
た
雪
な

　
ど
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら

　
取
り
除
く

  

そ
の
他

①
軒
下
の
つ
ら
ら
の
落
下
に
注
意

②
家
屋
や
そ
の
周
囲
の
除
排
雪
後

　
は
、
煙
突
や
ホ
ー
ス
が
外
れ
て
い

　
な
い
か
点
検
す
る

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　（
☎
24
―
６
２
５
４
）

　
本
荘
・
岩
城
・
由
利
・
大
内
・
西
目

地
域
の
申
請
受
け
付
け
、
免
税
証
交

付
に
つ
い
て
詳
細
が
決
定
し
ま
し
た

（
必
要
書
類
や
他
地
域
に
つ
い
て
は
、

１
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

◎
本
荘
地
域
　
・
申
請
受
付
　
２
月

　
４
日（
水
）午
後
１
時
〜
３
時

・
免
税
証
交
付
　
３
月
５
日（
木
）午

　
後
１
時
〜
４
時

◎
岩
城
・
西
目
地
域
　
・
申
請
受
付

　
２
月
３
日（
火
）午
前
９
時
30
分
〜

　
11
時
30
分
　
・
免
税
証
交
付
　
３

　
月
５
日（
木
）午
前
９
時
30
分
〜
11

　
時
30
分

◎
大
内
地
域
　
・
申
請
受
付
　
２
月

　
３
日（
火
）午
後
１
時
〜
３
時

・
免
税
証
交
付
　
３
月
５
日（
木
）午

　
後
１
時
〜
４
時

◎
由
利
地
域
　
・
申
請
受
付
　
２
月

　
４
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　
30
分
　
・
免
税
証
交
付
　
３
月
５

　
日（
木
）午
後
１
時
〜
４
時

▽
受
け
付
け
・
交
付
場
所
　
県
由
利

　
地
域
振
興
局
　
３
階
大
会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
由
利
地
域
振

　
興
局
県
税
課（
☎
23
―
４
１
０
６
）

　
ご
家
族
・
お
友
達
同
士
で
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
（
参
加
無
料
）。

▽
と
き
　
１
月
25
日（
日
）午
後
３
時

　
〜
（
積
雪
の
少
な
い
場
合
は
中
止

　
と
な
り
ま
す
）

▽
と
こ
ろ
　
県
立
大
学
前
飛
鳥
大
通

　
り
（
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
前

　
に
午
後
３
時
ま
で
集
合
）

▽
内
容
　
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
、
凧

　
あ
げ
、
雪
像
づ
く
り
な
ど

▽
持
ち
物
　
ス
コ
ッ
プ
、移
植
ベ
ラ
、

　
点
灯
用
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
南
内
越
公
民
館

　（
☎
22
―
０
３
１
６
）ま
た
は
冨
樫

　
さ
ん（
☎
22
―
５
１
９
８
）

　
今
回
の
勉
強
会
は
地
球
温
暖
化
防

止
へ
の
本
荘
由
利
地
域
の
可
能
性
と

役
割
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

▽
と
き
　
２
月
１
日（
日
）午
後
１
時

　
〜
４
時（
※
午
後
０
時
30
分
開
場
）

▽
と
こ
ろ
　
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル

▽
内
容
　
東
京
大
学
大
学
院
の
森
田

　
茂
紀
教
授
の
基
調
講
演
「
バ
イ
オ

　
エ
タ
ノ
ー
ル
を
め
ぐ
る
状
況
と
日

　
本
の
選
択
」と
地
域
の
事
例
発
表
、

　
意
見
交
換
会

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
農
業
水
産
課

　（
☎
24
―
６
２
３
４
）

　
12
月
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
約
三

千
点
の
応
募
が
あ
っ
た
同
コ
ン
ク
ー

ル
の
上
位
入
賞
作
品
、
百
六
十
五
点

の
絵
を
展
示
し
ま
す
。

▽
と
き
　
１
月
16
日（
金
）〜
22
日

　（
木
）

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館
（
地
下

　
展
示
会
場
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
東
由
利
教
育
学

　
習
課
（
☎
69
―
２
３
１
０
）

　
「
現
代
の
名
工
」
に
選
ば
れ
た
斎

藤
國
男
さ
ん
の
漆
工
芸
品
と
「
工

芸
大
賞
」
を
受
賞
し
た
高
野
利
津
さ

ん
の
ぜ
ん
ま
い
織
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

▽
と
き
　
〜
１
月
31
日（
土
）ま
で
の

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

※
月
曜
日
は
休
館
日

▽
と
こ
ろ
　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美

　
術
館
第
３
・
４
展
示
室

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
亀
田
城
佐
藤
八

　
十
八
美
術
館（
☎
74
―
２
５
０
０
）

研修室1
（12.5帖）

500円

1,000円

700円

100円

研修室2
（10帖）

300円

600円

400円

100円
暖房費
（1時間）

半日
（4時間）

1日

夜間

※詳しくは問い合わせください

●封筒の種類、内容、広告の大きさなど

封筒の種類 発送時期 発送予定数 募集期間 広告枠（基準）最低基準価格

①個人市県民税・軽自動車税 
　・国民健康保険税　用

②固定資産税　用

4～7月

5月

60,000通 1月15日（木）
～

2月10日（火）34,000通

38,000円

25,000円

100×55ミリ

150×80ミリ

■広告位置　封筒裏面の右下部分、下部  ■刷り色　黒・紺などの単色   
　※①②のどちらか一方でも、または両方でも申し込みできます。     
●申し込み方法　「市税等納税通知書送付用封筒広告掲載申込書」（市ホームページ
　からダウンロード可）に記入のうえ、必要な添付書類を添えて市税務課まで提出してくだ
　さい。詳しくは市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　市税務課（☎24－6301）

鮎川

鮎川橋

子吉川

国道108号

南福田

工事施工位置

本荘西
目線

至本荘

至矢島

伊勢堂会館



　
楽
し
い
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
、
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ

ー
場
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
る
雪

ま
つ
り
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

豪
華
賞
品
や
参
加
賞
も
あ
り
ま
す

よ
！
ご
家
族
や
お
仲
間
で
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
２
月
14
日
（
土
）
午
後

　
１
時
〜
４
時
、
15
日
（
日
）
午

　
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
イ
ベ
ン
ト
内
容

２
日
間
と
も
・
日
本
一
の
雪
の
す
べ

　
り
台
、・
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験

14
日
（
土
）
・
お
も
し
ろ
雪
だ
る

　
ま
コ
ン
テ
ス
ト
（
★
先
着
20
チ

　
ー
ム
、
こ
の
日
は
製
作
の
み
、

　
審
査
・
表
彰
は
15
日
）

15
日
（
日
）
・
雪
上
車
に
乗
っ
て

　
み
よ
う
、
・
熊
な
べ
無
料
サ
ー

　
ビ
ス（
先
着
300
人
）、・
雪
上
５

　
人
６
脚
レ
ー
ス（
★
先
着
20
チ

　
ー
ム
、午
後
１
時
開
始
）、・
か

　
ん
じ
き
バ
イ
ア
ス
ロ
ン（
★
先

　
着
50
人
、午
後
２
時
開
始
）、・

　
来
場
者
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
★
印
は
、
２
月
２
日
（
月
）
ま

　
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

※
15
日（
日
）は
由
利
高
原
鉄
道
を

　
利
用
さ
れ
た
場
合
、
矢
島
駅
か

　
ら
会
場
間
の
無
料
送
迎
バ
ス
を

　
運
行
し
ま
す（
時
間
要
確
認
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観

　
光
振
興
課
（
☎
24
―
６
３
４
９
）

　
現
在
の
本
市
の
保
育
料
は
、
保

護
者
が
負
担
す
べ
き
上
限
額
と
し

て
国
が
定
め
て
い
る
基
準
（
徴
収

基
準
額
）
の
約
38
％
の
水
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
に
県

内
各
市
の
平
均
的
な
水
準
に
な
る

よ
う
順
次
改
定
す
る
こ
と
と
し
、

21
年
度
は
次
の
よ
う
に
改
定
し
ま

す
。
　
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４月１日から

福
祉
保
健
部
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
（
☎
24
―
６
３
２
０
）

矢
島
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
55
―
４
９
６
０
）

岩
城
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
73
―
３
１
７
５
）

由
利
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
53
―
４
１
２
６
）

大
内
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
65
―
２
８
０
６
）

東
由
利
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
69
―
２
１
１
８
）

西
目
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
33
―
４
６
２
０
）

鳥
海
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
57
―
３
５
０
１
）

21

入所児童の属する 
世帯階層区分  

保　　　育　　　料　　（単位：円）   

※適用される保育料は、保育園の定員の規模によって算定される保育単価（年齢別に 
　算定される１人当たりの保育費用）を超えるときは、保育単価が限度額となります。 
※同一世帯から２人以上の児童が入所している場合は、２人目は２分の１、３人目以降
　は10分の１となります。そのほか、所得に応じたすこやか子育て支援事業による軽 
　減制度があります。

現行（20年度） 改正後（21年度）
階層区分 定　　義 ３歳未満児 ３歳以上児 ３歳未満児 ３歳以上児

第３

第２

第１

第４－２

第４－１

第５－１

第５－２

第６－１

第６－２

第７－１

第７－２

市
町
村
民
税

所
　
　
　
得
　
　
　
税

生活保護世帯
市町村民税 
非課税世帯

市町村民税 
課 税 世 帯
20,000円未満
20,000円以上
40,000円未満
40,000円以上
51,000円未満
51,000円以上
103,000円未満
103,000円以上
206,000円未満
206,000円以上
413,000円未満
413,000円以上
600,000円未満
600,000円以上

0 
4，000 
0 

7，000 
6，000 
11，000 

（　　　） 

（　　　）

0 
3，000 
0 

6，000 
5，000 
10，000 

（　　　） 

（　　　）

（　　　） 

（　　　）

（　　　） 

（　　　）

13，000 

16，000 

19，000 

22，000 

25，000 

30，000

35，000

12，000 

14，000 

17，000 

20，000 

23，000 

26，000

28，000
(　)は母子・障害者世帯など

　
市
子
育
て
支
援
課
と
市
内
認
可

保
育
所
で
は
、
平
成
　
年
度
の
保

育
所
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
申
込
期
限
は
１
月
　

日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
４
月
か
ら
の
入
所
を
希
望

す
る
場
合
は
、
期
限
内
に
申
し
込

み
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
下
記
の
問
い

　
合
わ
せ
先
ま
た
は
入
所
を
希
望

　
す
る
保
育
所 

　
公
立
保
育
園
で
は
こ
れ
ま
で
午

前
７
時
か
ら
午
後
６
時
を
超
え
る

「
延
長
保
育
」
を
無
料
で
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら

次
の
と
お
り
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
延
長
保
育
料
　
１
日
200
円
（
児

　
童
１
人
当
た
り
、
月
に
10
日
以

　
上
利
用
し
た
場
合
の
上
限
は
２

　
千
円
）
※
生
活
保
護
世
帯
な
ど

　
保
育
料
無
料
世
帯
は
無
料
（
子

　
育
て
支
援
事
業
に
よ
る
無
料
世

　
帯
を
除
く
）

■
延
長
保
育
対
象
児
童
　
保
護
者

　
の
就
労
形
態
や
通
勤
時
間
な
ど

　
や
む
を
得
な
い
事
由
で
、
延
長

　
保
育
を
す
る
必
要
が
あ
る
児
童

※
延
長
保
育
の
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
内
各
私
立
保
育
園
（
東
由
利

地
域
を
除
く
）
も
４
月
か
ら
延
長

保
育
が
有
料
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
や
利
用
料
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
私
立
保
育
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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30

＜12月16日～12月31日受け付け分＞※２月15日号に掲載希望の原稿は 
１月30日（金）が締め切りです。

おくやみ申し上げます

人の
動き

12月末日現在・住民基本台帳

87,937 

42,100 

45,837 

30,083

人 

人 

人

世帯

（－38） 

（－24） 

（－14） 

（＋27）

（　）は前月比

＜12月16日～12月31日受け付け分＞

阿　部　ハツヱさん（97歳）金山
小笠原　冨美子さん（86歳）内越
渡　邊　秀　雄さん（85歳）中横町
小　野　キヨノさん（88歳）万願寺
工　藤　信　一さん（75歳）荒町
齊　藤　幸　治さん（84歳）中梵天
加　藤　彌　生さん（97歳）谷地町
鈴　木　ノブヱさん（87歳）赤沼下
上　原　キチヨさん（86歳）鶴沼
佐々木　キヨヱさん（81歳）福山
長谷川　　武　さん（82歳）石脇
菅　野　　勉　さん（61歳）東梵天
齋　藤　民　治さん（83歳）小人町 
池　田　リ　ヨさん（89歳）川口 
佐　藤　イ　サさん（81歳）矢島町川辺

佐　藤　明　子さん（75歳）矢島町川辺
伊　東　睦　男さん（66歳）矢島町七日町
仁　部　フサヱさん（76歳）岩城内道川
菅　　　タミヱさん（94歳）岩城亀田最上町
佐々木　カ　ツさん（85歳）岩城勝手
佐々木　利　助さん（94歳）岩城泉田
田　口　與　藏さん（94歳）岩城亀田亀田町 
佐々木　イ　トさん（85歳）岩城六呂田
村　上　トクヨさん（85歳）黒沢
三　浦　啓次郎さん（89歳）前郷 
佐　藤　直　一さん（74歳）蟹沢
鈴　木　フクヨさん（90歳）松本
齊　藤　コヨヱさん（87歳）岩谷町
佐々木　　京　さん（85歳）小栗山
畠　山　金　美さん（83歳）中田代
菊　地　忠　蔵さん（83歳）中田代
東海林　武　美さん（70歳）滝 
遠　藤　　照　さん（74歳）中帳
佐　藤　ミヱ子さん（55歳）東由利老方
　　橋　ハツエさん（90歳）東由利舘合
佐々木　竹　造さん（81歳）西目町海士剥
三　浦　眞　之さん（73歳）西目町海士剥
　　野　モモヱさん（86歳）鳥海町上笹子
加　藤　萬里子さん（74歳）鳥海町伏見
原　田　キ　ヱさん（86歳）鳥海町下笹子
太　田　三　男さん（76歳）鳥海町上笹子
佐　藤　マサノさん（88歳）鳥海町伏見

佐々木　太　一ちゃん（崇嗣さん）花畑町

佐　藤　卓　磨ちゃん（靖之さん）薬師堂

伊　藤　柚希奈ちゃん（ 淳 さん）石脇

齋　藤　翔　馬ちゃん（則之さん）石脇

齊　藤　夢　莉ちゃん（裕太さん）石脇

佐　藤　佑　亮ちゃん（憲行さん）石脇

仁　部　梨唯菜ちゃん（憲一さん）石脇

原　田　琉　聖ちゃん（幸樹さん）石脇

堀　内　凛　花ちゃん（伸彦さん）中梵天

木　内　桃　実ちゃん（洋平さん）薬師堂

佐々木　璃　來ちゃん（恭崇さん）砂子下

佐　藤　璃　心ちゃん（慶太さん）矢島町七日町

菅　生　成　美ちゃん（ 浩 さん）岩城亀田愛宕町

佐　林　光　恋ちゃん（研一さん）飯沢

東海林　　　葵ちゃん（ 茂 さん）滝

中　澤　暖　貴ちゃん（揚一郎さん）西目町沼田

佐　藤　茉　子ちゃん（ 崇 さん）鳥海町栗沢

遠藤　傳氏（旧大内町功労者・長坂）は12月
19日永眠されました。氏は昭和30年、旧下川
大内村議会議員に当選され翌年の三村合併に
ご尽力されました。昭和29年から昭和44年ま
で15年間、旧大内村農業委員として地域農業
の発展に寄与され、また、町内会衛生班長を
長年にわたり務められ、地域社会での環境衛
生の啓蒙と指導にあたられました。昭和41年
旧大内村自治功労表彰、昭和50年旧大内町社
会福祉功労表彰。82歳。

りゅう

りん 

み

り

り

なる

こ

あつ

ま

せい

か

み

く

こ

み

こ

あおい

き

こ

た

たく

ゆ

しょう

ゆめ

ゆう

り

いち

ま

な

ま

り

すけ

な

き

い

■本市・にかほ市「なか
　よし美術展」を開催し
　ます（特別支援を受け
　ている方と子どもたち
　の絵の展覧会です）
　とき・ところ…１月17
　日（土）、18日（日）10時～
　16時・イオンスーパー
　センター本荘店
　お問い合わせ…新山小
　石井先生（☎22－1420）
■新春「ライブin阿弥陀」
　仏教讃歌合唱団「そよ風」
　第一回コンサート
　とき・ところ…１月25日（日）
　13時30分開演（開場30分
　前）・廣誓寺（日役町）
　入場…500円
　内容…合唱団「そよ風」
　の合唱や独唱とゲスト
　によるピアノ、フルー
　トの演奏
　お問い合わせ・電話予約…
　　亀崎さん（☎22－3246）
■子育てサロン「なかまっ子」
参加者募集！（参加費無料）
　とき・ところ…２月１
　日（日）10時～・鶴舞会
　館３階講堂
　内容…節分（豆まき）
　対象…親と子、祖父母と孫
　などのほかどなたでも
　申し込み・お問い合わせ…
　１月28日（月）まで、市社
　会福祉協議会本荘支所 
　　　　　（☎24－3634）

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△
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